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論文審査の結果の要旨 
 

複数の携帯機器によって撮影された映像を利用するクラウドソース型マルチビュービデオストリーミングは，

臨場感あふれる種々のアプリケーションに応用可能である．例えば，３次元スポーツ観戦や仮想コンサート等の

娯楽，複数の車載ドライブレコーダや路肩カメラの映像を駆使する高度なインテリジェント交通システム，複数

アングルからの構造物モニタリング等を挙げることができる． 

クラウドソース型マルチビュービデオストリーミングでは，群衆がそれぞれ携帯する端末によって映像を撮影

してアップロードする．従って，無線ネットワークを介した複数映像の収集は無線ネットワークおよび携帯端末

の制約に起因する多くの課題を抱えている．特に，映像品質の劣化はクラウドソース型マルチビュービデオスト

リーミングの成否を左右する重要な性能指標である． 

クラウドソーシング型マルチビュービデオストリーミング映像の高品質化を達成するためには，１）無線ネッ

トワークのトラヒックを削減すること，２）端末の消費電力を削減することが必要となる．無線ネットワークの

トラヒック削減のためには，高度な映像符号化技術を用いることとなる．しかしながら，このことは携帯端末の

著しい電力消費を強いることとなる．すなわち，トラフィック削減と消費電力削減はトレードオフの関係にあり，

両者のバランスを解決する無線映像伝送手法が不可欠である． 

本論文は，この課題に対し，無線映像伝送の新たな３手法を提案し，その効果を理論的に論じたものである．

第１の手法では，携帯端末間で映像情報を含むパケットをオーバーヒアして得られた他端末の映像情報を用いた

差分エンコーディングを実現することによりトラヒック削減を達成する．より大幅なトラヒック削減を図るため，

本手法では端末間の類似度を推定するとともに，どの端末から映像情報を得るべきかを選択する２種のアルゴリ

ズムを提案している． 

第２の手法は，４次元離散コサイン変換およびニアアナログ変調を組み合わせて映像符号化を必要としない無

線映像伝送を実現することで低消費電力化を達成する手法である．具体的には，４次元離散コサイン変換を送信

時に利用することで空間・時間・撮影機器間に含まれる冗長な映像情報を削減する． 

第３手法は，人間は限られた領域を注視する特性を利用し，各撮影機器に含まれる冗長な映像情報を削減する

ことにより，さらなるトラヒック削減を達成する方法である．この手法では注視領域を考慮して，注視領域内に

含まれる映像情報を優先的に符号化し，映像収集の高品質化を達成する． 

これらの提案手法をソフトウエアと実映像を利用したシミュレーションにより評価した．その結果から，提案

手法は従来手法と比較して低トラヒックを達成することを確認した．また，第２の提案手法は映像符号化に起因

する電力消費量を大幅に削減できることを明らかにした． 

以上の成果は，次世代映像配信技術の高度化・省エネルギー化を支える根幹技術であり，学術的価値が高くま

た社会へ大きく貢献する．よって，博士（情報科学）の学位論文として価値あるものと認める． 

 

 


